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弱い住宅を安価に強くするとともに、万が一の超
巨大地震で損傷しても、避難所に行かずに自宅で
生活が続けられる木造のシェルターに関する研究
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① 過去の地震災害からわかるように、巨大地震時の

人命喪失の多くは古い木造住宅の倒壊によるもので

す。運良く自宅の倒壊を免れたとしても、自宅に住

み続けることができなければ悲惨で過酷で三密な避

難所生活を余儀なくされます。

② 住宅の耐震改修費用は所有者負担であるため、高

価な改修費用をあきらめる人が多いのが実状です。

また、たとえ補強したとしても、万が一の巨大地震

で住宅が損傷すれば、やはり避難所に行かなくては

なりません。

社会背景と技術的課題
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① 巨大地震時に人命を守る方法として、住宅内に

剛強なシェルターを設置するという技術は多く提案

されています。しかし、これらのシェルターは既存

の住宅自体を強くする効果はなく、地震後は避難所

に行くことを前提としています。

② Withコロナの時代に向けて、シェルターには地

震後も自宅で避難生活が継続できる性能が求められ

ています。



本技術の特徴

■ 壁量の不足する南側居室内部に設置

■ 既存建物と連結して住宅の耐震性向上

■ 行政の耐震改修補助制度を利用可

■ 万一の建物損傷時にも避難所移動不要

■ 玉石、ブロック基礎住宅の対策に最適

■ 高い意匠性と剛健ログ材で安心感抜群
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従来技術との比較
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① 簡便な施工方法の検証



具体的な取り組み 井戸田 秀樹 研究シーズ

① 耐震性能評価実験

荷重変形関係

在来の耐力壁と比較すると、

圧倒的な耐力と変形性能



・建築設計、住宅施工関連会社

・紹介した「耐震ログシェルター」は耐震改修を目的として開発した

工法ですが、もちろん新築に用いることも可能です。安心のための

＋αの性能として、商品価値を向上させる技術として実用に結びつけ

ることができればと思っています。

求める連携先・メッセージ 井戸田 秀樹 研究シーズ



本技術に関する情報

試作品の状況

提示可

●特許番号（特願2017-004689）, 『木造耐震シェルター及びその設置方法』

●特許番号（特願2018-012847）, 『木造耐震シェルター及びその施工方法』

●美尾優太朗、井戸田秀樹、花井勉：１０５角製材を用いたログ耐力壁の提案、日本建築学会東海支部研究報

告集，第57号，pp.97-100、2019.2

●美尾優太朗・井戸田秀樹・花井勉・山根光・渡邉一茉：木造住宅の耐震補強効果を兼ね備えた高耐力耐震シ

ェルターの開発 その1、その2、日本建築学会大会学術講演梗概集，構造III，pp.543-546、2019.9
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基礎固め 実用性評価

※２件の施工実績があります。

研究フェーズ
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井戸田 秀樹 研究シーズ



【お問合せ】
名古屋工業大学 産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627

E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


	



